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Ⅰ 平成 年度 別科助産専攻 学生募集要項（特別選抜）

１ 別科助産専攻の入学者受入方針

本学の教育理念と目標達成の実現に向けて、次のような資質と能力、意欲を持った学

生を求めています。

人の生命と健康に関心を持ち、沖縄県の母子保健医療・助産に貢献したいという意

欲を持っている者

離島・過疎地域の母子保健医療に関心を持ち、助産師免許取得後は一定期間その地

域の母子保健医療に従事する意欲のある者

主体的に学ぶ能力を有し、課題解決に向けて努力できる者

本学の教育方針に従い、規則を遵守し、学業に専念できる者

なお、本学ではプライバシーポリシーを定め、入学手続きの際や在学中および卒業・

修了時に提出いただく個人情報の利用目的を明らかにしています。（ 参照）

２ 修業年限・募集人員等

専 攻 修業年限 入学定員
募集人員

一般選抜 特別選抜

別科助産専攻 １年 ２０名 １０名

施設推薦 ２名

社会人特別選抜 ３名

県内看護学校推薦 ５名

特別選抜入試の合格者数が募集人員以下の場合、一般選抜の募集人員に不足分を加える。

３ 出願資格

選 抜 区 分 出 願 資 格

施設推薦

次の各号①～③のいずれかに該当し、さらに④～⑧の全てを満たす者

①高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

②通常の課程による 年の学校教育を修了した者

③学校教育法施行規則第 条の規定により高等学校を卒業した者と

同等以上の学力があると認められる者

④看護師の資格を有し、沖縄県内の病院・診療所において、出願時点

で３年以上産科の勤務経験を有し施設長が推薦する者

⑤修了後は助産師として元の職場に復帰する者

⑥修学中は勉学に専念できる者

⑦心身共に健康で生活態度も健全な者

⑧女子に限る

社会人特別

選抜

次の各号①～③のいずれかに該当し、さらに④～⑧の全てを満たす者

①高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

②通常の課程による 年の学校教育を修了した者

③学校教育法施行規則第 条の規定により高等学校を卒業した者と

同等以上の学力があると認められる者

④看護師の資格を有し、出願時点で１年以上沖縄県内の医療施設等で

就業している者

⑤修了後は沖縄県内の医療施設に就職する意志のある者

⑥修学中は勉学に専念できる者

⑦心身共に健康で生活態度も健全な者

⑧女子に限る

− 1−



※学校法人おもと会 沖縄看護専門学校、学校法人湘央学園 浦添看護学校、那覇市医師会 那覇看護専門学校

中部地区医師会立 ぐしかわ看護専門学校、公益社団法人北部地区医師会 北部看護学校

４ 出願手続

施設推薦試験、社会人特別選抜試験の両方に出願することはできません。出願資格を

ご確認の上、該当するどちらか一方を受験して下さい。

１ 出願期間

区 分 出 願 期 間

特 別 選 抜 平成 年 月 日 木 ～ 月 日 水

注１）郵送・持参とも出願期間最終日の午後５時までに必着。

２ 出願方法

① 出願者は、出願書類を一括して本学所定 添付 の出願用封筒に入れ、「直接持参」

又は「書留速達郵便」により提出して下さい。

② 直接持参の場合の受付けは、 １ の出願期間内の平日午前９時～午後５時まで（正

午から午後１時までを除く）とし、土、日・祝祭日の受付けは行いません。

３ 出願先

〒 沖縄県那覇市与儀１丁目２４番１号

沖縄県立看護大学 学務課

４ 出願書類

書 類 名 作 成 方 法

Ａ票 志 願 票
ページの記入例及び記入上の注意を参照の上、

必要事項をもれなく記入して下さい。

Ｂ票 写 真 票

ページの記入例及び記入上の注意を参照の上、

必要事項をもれなく記入して下さい。

写真 縦４ ×横３ 、上半身正面、無帽、無背景

で、出願前３か月以内に撮影したもの の裏面に氏

名、生年月日を記入の上、写真貼付欄にはがれない

よう全面のり付けして下さい。

Ｃ票 受験票兼領収書

選 抜 区 分 出 願 資 格

県内看護

学校推薦

次の各号①～③のいずれかに該当し、さらに④～⑨の全てを満たす者

①高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

②通常の課程による 年の学校教育を終了した者

③学校教育法施行規則第 条の規定により高等学校を卒業した者と

同等以上の学力があると認められる者

④沖縄県内の看護学校及び看護専門学校（※）に在学中で平成 年

月の看護師国家試験受験資格を有する者

⑤沖縄県内の看護学校長が責任を持って推薦する成績優秀で助産師と

しての適性を備える者（一校から 名まで）

⑥修了後は沖縄県内の医療施設に就職する意志のある者

⑦修学中は勉学に専念できる者

⑧心身共に健康で生活態度も健全な者

⑨女子に限る

⑥ 施設推薦試験、社会人特別選抜試験の両方に出願することはできません。出願資格

をご確認の上、該当するどちらか一方を受験して下さい。

６ 身体に障害を有する入学志願者との事前協議

本学に入学を志願する者で、身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必

要とする者は、平成 年 月 日（金）までに、本学学務課まで連絡し、相談して

下さい。

なお、出願締切後に発生した傷病により、特別な配慮を必要とすることになった場

合も速やかに連絡して下さい。

５ 選抜方法

１ 入学者選抜方法

入学者の選抜は、本学が実施する試験科目成績及び成績証明書等を総合判断して行

う。

２ 試験期日

区 分 試 験 期 日

施設推薦

平成 年 月 日 土）社会人特別選抜

県内看護学校推薦

３ 試験科目・時間割

区 分 試 験 科 目 時 間

施設推薦
母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

面 接 午後 １時 ～ 午後２時（予定）

社会人特別選抜

母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

小論文 午前 時 分 ～ 午後 時（ 分）

面 接 午後 ２時 分 ～ 午後 時（予定）

県内看護学校推薦 面 接 午前 ８時 分 ～ 正午（予定）

４ 個別学力試験の配点

区 分
母性・小児

看護学
小論文

成績

証明書
面 接 合 計

施設推薦 ７０点 － － ３０点 １００点

社会人特別選抜 ４０点 ３０点 － ３０点 １００点

県内看護学校推薦 － － ５０点 ５０点 １００点

５ 受験上の注意事項

① 試験当日は、受験票を必ず持参してください。

② 試験に関する諸注意を行いますので、試験開始 分前までに試験室に入室して下さ

い。

③ 「母性・小児看護学」「小論文」の筆記試験については、試験開始後 分以内の遅

刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は認めません。
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Ｄ票 領 収 書 原 符
ページの記入例及び記入上の注意を参照の上、

必要事項をもれなく記入して下さい。

Ｅ票 志 願 理 由 書

【施設推薦・社会人特別選抜】

志願者本人の直筆 ワープロ不可 により作成して

下さい。

Ｆ票
入学推薦書

（施設長の推薦）

【施設推薦】

本学所定の様式を使用し、施設長が作成、厳封し

たものを提出して下さい。

Ｇ票
入学推薦書

（学校長の推薦）

【県内看護学校推薦】

本学所定の様式を使用し、学校長が作成、厳封し

たものを提出して下さい。

Ｈ票 勤務証明書

【施設推薦・社会人特別選抜】

本学所定の様式を使用し、施設長が作成、厳封し

たものを提出して下さい。

Ｉ票 受験票返送封筒
受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、

円切手を貼って下さい。

Ｊ票 連 絡 用 宛 名 票
合格通知書等を送付しますので、送付先の住所、

氏名、郵便番号を明記して下さい。

看護師の資格取得に関わる

学校の成績証明書

看護師資格の取得に関わる学校の成績証明書

（厳封）を添付して下さい。

※資格取得に関わる学校が２校以上に及ぶ場合に

は、すべての学校の成績証明書を添付して下さい。

※成績証明書又はその他証明書等と「志願票」等の

氏名が不一致の場合は、改氏名を証明するもの（戸

籍抄本等）を添付すること。

看 護 師 免 許 の 写 し 看護師免許証の写し（ ｻｲｽﾞ）を添付して下さい。

出 願 用 封 筒
住所、氏名等必要事項を記入し、「直接持参」又

は「書留速達郵便」により提出して下さい。

入 学 考 査 料

円を以下の口座まで志願者名にてお振り込み

のうえ、振込証明書等の写しを 用紙に貼付け提出し

て下さい。※振込手数料は志願者負担となります。

振込先：琉 球
りゅうきゅう

銀行
ぎんこう

寄宮
よせみや

支店
し て ん

（普）９７２８６９

沖縄県立看護大学入試用 出納員 田中 克代

注１ Ａ票～Ｊ票の各書類及び出願用封筒は、本冊子に添付しています。万一、落丁等がありま

したら、沖縄県立看護大学 学務課（ ）へご連絡下さい。

注２ Ｆ票～Ｈ票については、本学ＨＰ（ ）からダウンロード

できます。

５ 出願手続上の注意事項

① 出願書類が全て揃っていない場合には受付できませんので、出願の際には出願用封

筒裏面のチェック表により確認して下さい。

② 出願受付後には、出願事項の変更は認められません。ただし、出願後、住所、氏名

及び電話番号に変更があった場合には、出願先まで連絡して下さい。

③ 入学を許可した後であっても、出願書類の記載内容が著しく事実と相違することが

判明した場合は、入学を取り消すことがあります。

④ 試験期日の３日前までに受験票が届かない場合は、出願先まで問い合わせて下さい。

⑤ 一度受付及び納付した出願書類及び入学考査料は、理由の如何を問わず返却致しま

せん。

⑥ 施設推薦試験、社会人特別選抜試験の両方に出願することはできません。出願資格

をご確認の上、該当するどちらか一方を受験して下さい。

６ 身体に障害を有する入学志願者との事前協議

本学に入学を志願する者で、身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必

要とする者は、平成 年 月 日（金）までに、本学学務課まで連絡し、相談して

下さい。

なお、出願締切後に発生した傷病により、特別な配慮を必要とすることになった場

合も速やかに連絡して下さい。

５ 選抜方法

１ 入学者選抜方法

入学者の選抜は、本学が実施する試験科目成績及び成績証明書等を総合判断して行

う。

２ 試験期日

区 分 試 験 期 日

施設推薦

平成 年 月 日 土）社会人特別選抜

県内看護学校推薦

３ 試験科目・時間割

区 分 試 験 科 目 時 間

施設推薦
母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

面 接 午後 １時 ～ 午後２時（予定）

社会人特別選抜

母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

小論文 午前 時 分 ～ 午後 時（ 分）

面 接 午後 ２時 分 ～ 午後 時（予定）

県内看護学校推薦 面 接 午前 ８時 分 ～ 正午（予定）

４ 個別学力試験の配点

区 分
母性・小児

看護学
小論文

成績

証明書
面 接 合 計

施設推薦 ７０点 － － ３０点 １００点

社会人特別選抜 ４０点 ３０点 － ３０点 １００点

県内看護学校推薦 － － ５０点 ５０点 １００点

５ 受験上の注意事項

① 試験当日は、受験票を必ず持参してください。

② 試験に関する諸注意を行いますので、試験開始 分前までに試験室に入室して下さ

い。

③ 「母性・小児看護学」「小論文」の筆記試験については、試験開始後 分以内の遅

刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は認めません。
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④ 試験科目のうちいずれか つでも受験しない者は、入学者選抜の対象から除きます。

⑤ 「面接」試験受験者は、当日指定された場所に集合し、待機して下さい。

⑥ 「面接」試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取扱います。

⑦ 当日は、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消しゴム」を必ず持

参して下さい。

⑧ 筆記試験の際、机の上には、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消

しゴム」「鉛筆削り」「時計（時計機能だけのもの）」以外のものは置かないで下さ

い。

⑨ 当日、受験票を忘れた者は、速やかに受付で仮受験票の交付を受けて下さい。又、

受験票は、入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管して下さい。

⑩ 携帯電話及びスマートフォン等は、試験室に入る前にアラームの設定を解除し、電

源を切って下さい。

⑪ 試験時間内における受験者間での物品の貸し借りは一切認めません。

⑫ 試験会場では、監督員等の指示に従って下さい。

⑬ 試験会場には、駐車場がありませんので、バス等の公共交通機関を利用して下さい。

⑥ 施設推薦試験、社会人特別選抜試験の両方に出願することはできません。出願資格

をご確認の上、該当するどちらか一方を受験して下さい。

６ 身体に障害を有する入学志願者との事前協議

本学に入学を志願する者で、身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必

要とする者は、平成 年 月 日（金）までに、本学学務課まで連絡し、相談して

下さい。

なお、出願締切後に発生した傷病により、特別な配慮を必要とすることになった場

合も速やかに連絡して下さい。

５ 選抜方法

１ 入学者選抜方法

入学者の選抜は、本学が実施する試験科目成績及び成績証明書等を総合判断して行

う。

２ 試験期日

区 分 試 験 期 日

施設推薦

平成 年 月 日 土）社会人特別選抜

県内看護学校推薦

３ 試験科目・時間割

区 分 試 験 科 目 時 間

施設推薦
母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

面 接 午後 １時 ～ 午後２時（予定）

社会人特別選抜

母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

小論文 午前 時 分 ～ 午後 時（ 分）

面 接 午後 ２時 分 ～ 午後 時（予定）

県内看護学校推薦 面 接 午前 ８時 分 ～ 正午（予定）

４ 個別学力試験の配点

区 分
母性・小児

看護学
小論文

成績

証明書
面 接 合 計

施設推薦 ７０点 － － ３０点 １００点

社会人特別選抜 ４０点 ３０点 － ３０点 １００点

県内看護学校推薦 － － ５０点 ５０点 １００点

５ 受験上の注意事項

① 試験当日は、受験票を必ず持参してください。

② 試験に関する諸注意を行いますので、試験開始 分前までに試験室に入室して下さ

い。

③ 「母性・小児看護学」「小論文」の筆記試験については、試験開始後 分以内の遅

刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は認めません。

④ 試験科目のうちいずれか つでも受験しない者は、入学者選抜の対象から除きます。

⑤ 「面接」試験受験者は、当日指定された場所に集合し、待機して下さい。

⑥ 「面接」試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取扱います。

⑦ 当日は、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消しゴム」を必ず持

参して下さい。

⑧ 筆記試験の際、机の上には、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消

しゴム」「鉛筆削り」「時計（時計機能だけのもの）」以外のものは置かないで下さ

い。

⑨ 当日、受験票を忘れた者は、速やかに受付で仮受験票の交付を受けて下さい。又、

受験票は、入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管して下さい。

⑩ 携帯電話及びスマートフォン等は、試験室に入る前にアラームの設定を解除し、電

源を切って下さい。

⑪ 試験時間内における受験者間での物品の貸し借りは一切認めません。

⑫ 試験会場では、監督員等の指示に従って下さい。

⑬ 試験会場には、駐車場がありませんので、バス等の公共交通機関を利用して下さい。
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④ 試験科目のうちいずれか つでも受験しない者は、入学者選抜の対象から除きます。

⑤ 「面接」試験受験者は、当日指定された場所に集合し、待機して下さい。

⑥ 「面接」試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取扱います。

⑦ 当日は、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消しゴム」を必ず持

参して下さい。

⑧ 筆記試験の際、机の上には、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消

しゴム」「鉛筆削り」「時計（時計機能だけのもの）」以外のものは置かないで下さ

い。

⑨ 当日、受験票を忘れた者は、速やかに受付で仮受験票の交付を受けて下さい。又、

受験票は、入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管して下さい。

⑩ 携帯電話及びスマートフォン等は、試験室に入る前にアラームの設定を解除し、電

源を切って下さい。

⑪ 試験時間内における受験者間での物品の貸し借りは一切認めません。

⑫ 試験会場では、監督員等の指示に従って下さい。

⑬ 試験会場には、駐車場がありませんので、バス等の公共交通機関を利用して下さい。

⑥ 施設推薦試験、社会人特別選抜試験の両方に出願することはできません。出願資格

をご確認の上、該当するどちらか一方を受験して下さい。

６ 身体に障害を有する入学志願者との事前協議

本学に入学を志願する者で、身体に障害があり、受験上又は修学上特別な配慮を必

要とする者は、平成 年 月 日（金）までに、本学学務課まで連絡し、相談して

下さい。

なお、出願締切後に発生した傷病により、特別な配慮を必要とすることになった場

合も速やかに連絡して下さい。

５ 選抜方法

１ 入学者選抜方法

入学者の選抜は、本学が実施する試験科目成績及び成績証明書等を総合判断して行

う。

２ 試験期日

区 分 試 験 期 日

施設推薦

平成 年 月 日 土）社会人特別選抜

県内看護学校推薦

３ 試験科目・時間割

区 分 試 験 科 目 時 間

施設推薦
母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

面 接 午後 １時 ～ 午後２時（予定）

社会人特別選抜

母性・小児看護学 午前 時 ～ 午前 時 分）

小論文 午前 時 分 ～ 午後 時（ 分）

面 接 午後 ２時 分 ～ 午後 時（予定）

県内看護学校推薦 面 接 午前 ８時 分 ～ 正午（予定）

４ 個別学力試験の配点

区 分
母性・小児

看護学
小論文

成績

証明書
面 接 合 計

施設推薦 ７０点 － － ３０点 １００点

社会人特別選抜 ４０点 ３０点 － ３０点 １００点

県内看護学校推薦 － － ５０点 ５０点 １００点

５ 受験上の注意事項

① 試験当日は、受験票を必ず持参してください。

② 試験に関する諸注意を行いますので、試験開始 分前までに試験室に入室して下さ

い。

③ 「母性・小児看護学」「小論文」の筆記試験については、試験開始後 分以内の遅

刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は認めません。

④ 試験科目のうちいずれか つでも受験しない者は、入学者選抜の対象から除きます。

⑤ 「面接」試験受験者は、当日指定された場所に集合し、待機して下さい。

⑥ 「面接」試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取扱います。

⑦ 当日は、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消しゴム」を必ず持

参して下さい。

⑧ 筆記試験の際、机の上には、「受験票」「Ｂの黒鉛筆（シャープペンシル可）」「消

しゴム」「鉛筆削り」「時計（時計機能だけのもの）」以外のものは置かないで下さ

い。

⑨ 当日、受験票を忘れた者は、速やかに受付で仮受験票の交付を受けて下さい。又、

受験票は、入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管して下さい。

⑩ 携帯電話及びスマートフォン等は、試験室に入る前にアラームの設定を解除し、電

源を切って下さい。

⑪ 試験時間内における受験者間での物品の貸し借りは一切認めません。

⑫ 試験会場では、監督員等の指示に従って下さい。

⑬ 試験会場には、駐車場がありませんので、バス等の公共交通機関を利用して下さい。
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６ 試験会場

沖縄県立看護大学

〒 沖縄県那覇市与儀１丁目 番１号
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７ 合格発表

１ 発表期日

区 分 合 格 発 表 期 日

施設推薦

平成 年 月 日 水 午後２時社会人特別選抜

県内看護学校推薦

２ 合格発表の方法

沖縄県立看護大学の構内及び本学ホームページに合格者の受験番号を掲示するとと

もに、合格者に合格通知書を送付します。電話等による問い合わせには一切応じてお

りません。

３ 追加合格者

入学定員に欠員が生じた時は、追加合格により定員を補充することがあります。追

加合格者には、平成 年 月 日（火）以降に通知します。電話による照会には一

切応じません。

追加合格の通知は、入学願書に記載された電話番号により行います。

なお、追加合格者の入学手続きは、追加合格通知の際にお知らせします。

Ⅱ 入学手続、納付金、個人情報の利用目的

１ 入学手続

１ 入学手続期間

区 分 入 学 手 続 期 間

施設推薦

平成 年 月３日 月 ～ 月 日 金社会人特別選抜

県内看護学校推薦

注）入学手続期間最終日の午後５時必着。

２ 入学手続方法

① 入学手続に必要な書類は、合格通知書とともに送付する書類のほか、受験票兼領収

書（Ｃ票 ※領収書は切り取って自分で保管して下さい）及び写真（縦３ ×横３ ）

が必要になります。

② 「入学手続に必要な書類」及び「入学料」を取り揃えて、手続期間内に入学手続を

完了して下さい。なお、直接持参の場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時

まで（正午から午後１時までを除く）とし、土日祝祭日の受付は行いません。

③ その他入学手続の詳細については、合格通知書送付時にお知らせします。

３ 入学手続先

〒 沖縄県那覇市与儀１丁目 番１号

沖縄県立看護大学 学務課

６ 試験会場

沖縄県立看護大学

〒 沖縄県那覇市与儀１丁目 番１号

（金）
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４ 入学手続上の注意事項

① 前記（１）の入学手続期間内に入学手続を完了しなかった者は、入学を辞退したも

のとして取り扱います。特に郵送の場合、期間を過ぎて到着したものは受付できませ

んので、所要日数を十分考慮して発送して下さい。

② 入学料及び必要な書類が全て揃っていない場合には受付できませんので、書類提出

の際には十分確認して下さい。

③ 一度納付した入学料及び入学手続書類は原則として返却しません。

２ 納付金

１ 入学料等

入学手続の際に、下表の入学料を納付して下さい。

区 分 金 額 備 考

入学料

県内居住者 円

県内居住者とは、次のいずれかに該当

する者をいいます。

ア 本人が平成 年４月１日以前から

引き続き沖縄県内に住所を有する者

その他の者 円

イ 本人の配偶者又は１親等の親族が

平成 年４月１日以前から引き続き

沖縄県内に住所を有する者

授業料 年 額 円
入学後、前期（４月）、後期（ 月）

に分けて徴収します。

※上記の入学料及び授業料は現行の額であり、変更される場合があります。

※在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料が適用されます。

２ その他の経費

後援会費、学生傷害保険料、テキスト購入費などが別途必要となりますが、詳細に

ついては合格通知書送付時にお知らせします。

３ 入学手続きの際や在学中および卒業･修了時に提出いただく個人情報の利用目的

１．学籍管理及び学籍の異動管理

２．学籍・異動、履修成績、証明書、調査、学生証等の帳票作成及び集計、本人への送付・

連絡

３．履修成績表の保証人への送付

４．就職関係情報の管理

５．学費情報の管理、帳票の作成及び送付・連絡

６．図書館利用資格の確認及び送付・連絡

７．学内情報ネットワーク利用資格の確認及び利用者サービスの実施

８．奨学金業務に関連する資料作成や本人への連絡

９．学生の健康管理に関する資料の作成・保管

．本学・後援会・同窓会からの広報誌（紙）の送付

納付金、募金依頼関係書類の送付

国家試験対策データ（模試等の結果）及び国家試験結果の管理・共有

卒業生・修了生データの作成・管理

後援会、同窓会等の本学と密接な関係を持つ団体（学生生活の支援及び会員相互の親睦

と福祉を図るとともに、本学の発展に寄与することを目的として設立されたもの）への

連絡先情報の提供

その他、本学・後援会・同窓会からの連絡
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Ⅲ　その他

　１　出願書類の記入例及び記入上の注意

○

該当する所を○で囲って下さい。

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏　名

入　　学

入　　学

入　　学

　 平成７年　 　４月 入　　学

就　　職

就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

 　　  　年　 　  月 　　　　　就　　職

看護師免許　　

保健師免許　　

その他の免許・資格等

本人現住所 〒 　沖縄県那覇市与儀○丁目○番○号　与儀ハイツ１０３号室

（連絡先） 電話番号（携帯可） －　 000 － 00

〒

  同  上 電話番号（携帯可） －　 － 

(記入上の注意）１　黒または青のボールペンを使用し、ていねいに記入して下さい。

　　　　　　　 ２　※印欄は記入しないで下さい。（Ｂ～Ｊ票についても同じ）

　　　　　　　 ３　「現住所」とは、住民登録をしている住所をいいます。

社 会 人 特 別 選 抜

　 平成 年　 　3月
卒　　業
卒業見込

　 平成 年　 　 月
卒　　業
卒業見込

生年月日

学　歴

沖縄県立与儀高等学校

与儀看護学校

平成１０年　 　３月

　　　　　平成31年度　沖縄県立看護大学

志　　願　　票
【 別科助産専攻 】

施 設 推 薦

該当する区分欄に○印をつけて下さい。

退　　職

卒　　業
卒業見込

 　　　  年  　 　月　　 退　　職

 　　　  年  　 　月　　

履歴事項

高等学校
卒業以降

職　歴

カンゴ　ハナコ

看護　花子

卒　　業
卒業見込

 　　　  年  　 　月　　 退　　職

与儀病院
(外科病棟勤務)（内科病棟勤務）

 　　　  年  　 　月　　

昭和
○○

平成

　 平成 年　 　 月

　 平成 年　 　4月

平成 年　 　 月

退　　職

年 　 月　 日

平成 年　 月

平成 年　 　9月

　 平成７年　 　４月

免許・資格

平成22年　 月 取得　登録番号１２３４５６号

平成１０年　 ４月 取得　登録番号１２３４５６号

 　　　  年  　 　月　　

退　　職

平成１０年　 　３月

退　　職

受験
番号

※

県 内 看 護 学 校 推 薦

与儀第二病院
(産婦人科病棟勤務) (精神科病棟勤務)

 　　　  年  　 　月　　 退　　職

 　　　  年  　 　月　　 退　　職

緊急連絡先

Ａ票 特別選抜

～現在に至る

卒
業
し
た
学
校
名
を
正
確
に

記
入
し
て
下
さ
い
。

勤
務
し
た
部
署

病
棟
等

ま
で
全

て
記
入
し
て
下
さ
い
。

○
○
方
、
△
△
ア
パ
ー
ト
の
△
号
室

な
ど
、
正
確
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

上
記
の
住
所
以
外
に
緊
急
連
絡
先
が

あ
る
場
合
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

４ 入学手続上の注意事項

① 前記（１）の入学手続期間内に入学手続を完了しなかった者は、入学を辞退したも

のとして取り扱います。特に郵送の場合、期間を過ぎて到着したものは受付できませ

んので、所要日数を十分考慮して発送して下さい。

② 入学料及び必要な書類が全て揃っていない場合には受付できませんので、書類提出

の際には十分確認して下さい。

③ 一度納付した入学料及び入学手続書類は原則として返却しません。

２ 納付金

１ 入学料等

入学手続の際に、下表の入学料を納付して下さい。

区 分 金 額 備 考

入学料

県内居住者 円

県内居住者とは、次のいずれかに該当

する者をいいます。

ア 本人が平成 年４月１日以前から

引き続き沖縄県内に住所を有する者

その他の者 円

イ 本人の配偶者又は１親等の親族が

平成 年４月１日以前から引き続き

沖縄県内に住所を有する者

授業料 年 額 円
入学後、前期（４月）、後期（ 月）

に分けて徴収します。

※上記の入学料及び授業料は現行の額であり、変更される場合があります。

※在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料が適用されます。

２ その他の経費

後援会費、学生傷害保険料、テキスト購入費などが別途必要となりますが、詳細に

ついては合格通知書送付時にお知らせします。

３ 入学手続きの際や在学中および卒業･修了時に提出いただく個人情報の利用目的

１．学籍管理及び学籍の異動管理

２．学籍・異動、履修成績、証明書、調査、学生証等の帳票作成及び集計、本人への送付・

連絡

３．履修成績表の保証人への送付

４．就職関係情報の管理

５．学費情報の管理、帳票の作成及び送付・連絡

６．図書館利用資格の確認及び送付・連絡

７．学内情報ネットワーク利用資格の確認及び利用者サービスの実施

８．奨学金業務に関連する資料作成や本人への連絡

９．学生の健康管理に関する資料の作成・保管

．本学・後援会・同窓会からの広報誌（紙）の送付

納付金、募金依頼関係書類の送付

国家試験対策データ（模試等の結果）及び国家試験結果の管理・共有

卒業生・修了生データの作成・管理

後援会、同窓会等の本学と密接な関係を持つ団体（学生生活の支援及び会員相互の親睦

と福祉を図るとともに、本学の発展に寄与することを目的として設立されたもの）への

連絡先情報の提供

その他、本学・後援会・同窓会からの連絡
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Ｂ票 平成31年度 Ｃ票 平成31年度 沖縄県立看護大学
沖縄県立看護大学 【別科助産専攻】
【別科助産専攻】

写真票
受験票兼領収書

特別選抜
特別選抜

写 真 施設推薦
写 真 出願前３か月以内 社会人特別選抜施設推薦 に撮影した上半身（ 出願前３か月以内 （ 正面、無帽、無背

切 に撮影した上半身 社会人特別選抜 切 景のもの ○ 県内看護学校推薦
り 正面、無帽、無背 り 縦４cm×横３cm
取 景のもの ○ 県内看護学校推薦 取 裏面に氏名、生年
ら 縦４cm×横３cm ら 月日を記入 該当する区分欄に○印
な 裏面に氏名、生年 該当する区分欄に○印 な をつけて下さい。
い 月日を記入 をつけて下さい。 い
で で 受験番号 ※
下 下
さ さ (ﾌﾘ ｶ ﾞ ﾅ ) ｶﾝｺﾞ ﾊﾅｺ
い い 氏 名 看護 花子） ）

試 験 日：平成30年11月17日(土)
※ 試験会場：沖縄県立看護大学

受験番号
（切り取らないでください）

(ﾌﾘ ｶ ﾞ ﾅ ) ｶﾝｺﾞ ﾊﾅｺ 調定 ※
氏 名 看護 花子 領 収 書

番号 第 号

※ 平成30年度歳入 一般会計 領 収 印
備 考 ￥１７,０００－

ただし、沖縄県立看護大学平成
31年度別科助産専攻入学者選抜試
験入学考査料として上記の金額を
領収しました。

平成 年 月 日
出納員 田中 克代

何も記入しないで下さい。
（切り取らないで下さい）

Ｄ票 沖縄県立看護大学
平成31年度別科助産専攻入学者選抜 領収書原符

平成30年度歳入 一 般 会 計 ￥１７,０００－

調定番号 ※ ただし、沖縄県立看護大学平成31年
第 号 度別科助産専攻入学者選抜試験入学考

査料として
受験番号 ※

平成 年 月 日 領収済,

払込書により平成 年 月 日
沖縄県那覇市与儀○丁目○番○号 指定（指定代理、収納代理）金融機関

住所 与儀ハイツ１０３号納 入 者 銀行 店に払込済 ,

(志願者)
氏名 看護 花子 何も記入しないで下さい

10
− 10−







Ｅ票 平成31年度 沖縄県立看護大学
志願理由書 【別科助産専攻】 氏 名

※
受験番号

あなたが沖縄県立看護大学を志願する理由について記入して下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。
２ 志願者本人が自筆（ワープロ不可）で記入して下さい。

Ｅ票 平成27年度 沖縄県立看護大学

志願理由書 【特別選抜】 氏 名

※

受験番号

あなたが沖縄県立看護大学を志願する理由について記入して下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い
）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。

２ 志願者本人が自筆（ワープロ不可）で記入して下さい。





Ｆ票 平成31年度 沖縄県立看護大学 受験番号 ※

【別科助産専攻】
入学推薦書（施設長の推薦）

平成 年 月 日
沖縄県立看護大学
学長 嘉 手 苅 英 子 殿

施設所在地

施 設 名
施 設 長 名 印

下記の者は、沖縄県立看護大学が実施する別科助産専攻入学者選抜試験（施設推薦）入学の出願にふさわ
しい人物と認め、責任をもって推薦いたします。

記

フリガナ
生年月日

昭和
年 月 日

（

氏 名 平成こ
こ
か １ 推薦理由（適正及び意欲）
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。
２ この推薦書は、手書きまたはワープロで作成して下さい。ただし、推薦者名は必ず自筆で記入して

下さい。
３ この推薦書は、施設長が封筒に入れて厳封して下さい。

Ｅ票 平成27年度 沖縄県立看護大学

志願理由書 【特別選抜】 氏 名

※

受験番号

あなたが沖縄県立看護大学を志願する理由について記入して下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い
）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。

２ 志願者本人が自筆（ワープロ不可）で記入して下さい。





Ｇ票 平成31年度 沖縄県立看護大学 受験番号 ※

【別科助産専攻】
入学推薦書（学校長の推薦）

平成 年 月 日
沖縄県立看護大学
学長 嘉 手 苅 英 子 殿

学校所在地

学 校 名
学 校 長 名 印

下記の者は、沖縄県立看護大学が実施する別科助産専攻入学者選抜試験（県内看護学校推薦）入学の出願に
ふさわしい人物と認め、責任をもって推薦いたします。

記

フリガナ
生年月日

昭和
年 月 日

（

氏 名 平成こ
こ
か １ 推薦理由（適正及び意欲）
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。
２ この推薦書は、手書きまたはワープロで作成して下さい。ただし、推薦者名は必ず自筆で記入して

下さい。
３ この推薦書は、学校長が封筒に入れて厳封して下さい。

Ｅ票 平成27年度 沖縄県立看護大学

志願理由書 【特別選抜】 氏 名

※

受験番号

あなたが沖縄県立看護大学を志願する理由について記入して下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い
）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。

２ 志願者本人が自筆（ワープロ不可）で記入して下さい。





施 設 推 薦

社 会 人 特 別 選 抜

　学長　嘉手苅　英子　殿

次の者は当施設において、看護師として業務に従事していたことを証明します。

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏　名

所属部署

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

　昭和

 　　　　　年　　　月　　　日 ～

　平成

(記入上の注意）１　黒または青のボールペンを使用し、ていねいに記入して下さい。

　　　　　　　 ２　※印欄は記入しないで下さい。（Ｂ～Ｊ票についても同じ）

　　　　　　　 ３　施設推薦の場合、産科の勤務経験がわかるよう記入してください。　　　　　　　　　 

                   また、産科の勤務経験が２施設以上で３年以上の場合、それぞれの

                   施設にて証明を受けて下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い
）

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　平成

沖縄県立看護大学

施設所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設名    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印  

　平成

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　平成

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　平成

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　平成

生年月日

勤　　務　　期　　間

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　昭和

　 　　　　年　　　月　　　日

　平成

　　　　　平成31年度　沖縄県立看護大学

勤　務　証　明　書
【 別科助産専攻 】

受験
番号

※

　平成

該当する区分欄に○印をつけて下さい。

　　年 　　月　 　日
昭和

平成

Ｈ票
Ｅ票 平成27年度 沖縄県立看護大学

志願理由書 【特別選抜】 氏 名

※

受験番号

あなたが沖縄県立看護大学を志願する理由について記入して下さい。

（

こ
こ
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
い
）

（注）１ ※印欄は記入しないで下さい。

２ 志願者本人が自筆（ワープロ不可）で記入して下さい。




